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指標による評価の方法について 
 

指標による評価について、以下の手順で実施する。 

①  それぞれの指標について、数値（実績値）を把握し、経年変化をみる。 

②  ①の結果を市民が参加するフォーラム等で公表（※）し、意見を出してもらう。 

③ ②で出された意見を、その後の取り組みに反映させていく。 

 

※公表するときの工夫 

◆指標の数値結果については、グラフや図で分かりやすく示す。 
◆取り組みの状況をフォーラム等で報告することで、数値で表される以外の実態的な面を知ら

せ、取り組みへの興味を持ってもらう。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進行管理の流れ 

 

※プラットフォームとは、多様な主体が協働する際に、協働を促進するコミュニケーションの基盤とな

る道具や仕組みのことを指す。具体的活動には、市民や団体等が情報交換を行う語り場の提供、環境

教育カリキュラムの検討、人材育成などが検討されている。 

資料３

福岡市 
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